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第 100 号 

平成 24年 5月 1日 

発行 千早赤阪村議会 
編集 議会広報編集委員会 
〒585-8501 
大阪府南河内郡 
千早赤阪村大字水分 180番地 
TEL 0721‐72‐0081 
FAX 0721‐72‐1880 

「議会だより」は、年４回（５月、８月、１１月、２月）の発行です。（臨時号を除く） 

  

 
 



昭和６２年に創刊した「ちはやあかさか 議会だより」は、２５年を経て、このたび

第１００号を迎えました。今回、これを記念して特集号をお届けします。昔を振り返

りながら、村の未来について、みなさんと共に考えていきたいと思います。 

第６８号 

 

第９２号 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６８号 

 

第９２号 

 

 

 

 

 

 

 

 

議会だより第１００号記念特集 
  

昭和６２年に創刊した「議会だより ちはやあかさか」は、２５年を経て、このたび

第１００号を迎えました。今回、これを記念して特集号をお届けします。昔を振り返

りながら、これからの議会の未来について、みなさんと共に考えていきます。 

記念すべき創刊号 

 

第４０号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

第７２号 

 

 

創刊当時の広報編集委員会 

当時、広報編集委員は７人 

でした。 

 

現在の広報編集委員会 

現在は、４人で広報編集を 

行っています。 

 

 昭和６２年９月の発行です。 

当初は、表紙と裏表紙がカラー 

刷りでした。 
 
当時の世相 
 世界の人口が５０億人を突破
し、国内では、国鉄が分割、民
営化されＪＲが発足しました。 
 村では、郷土資料館やテニス
コートの新設、農道整備など公
共事業が盛んに行われました。 

年表 

昭和６２年 

平成 元年 

 

平成 ２年 

 

平成 ３年 

平成 ４年 

平成 ５年 

 

平成 ８年 

平成 ９年 

 

平成１１年 

 

平成１２年 

 

 

平成１３年 

 

平成１４年 

平成１５年 

平成１７年 

平成１８年 

平成１９年 

 

平成２０年 

平成２１年 

平成２２年 

 

 

 

平成２４年 

「議会だより」創刊号を発行 

議員定数１６人を１２人に削減 

野外活動センター完成 

農産物直売所オープン 

Ｂ＆Ｇ海洋センター完成 

ＮＨＫ大河ドラマ「太平記」放映 

「議会だより」第２０号発刊 

くすのきホール完成 

学校給食センター完成 

道の駅休憩所オープン 

「議会だより」第４０号発刊 

保健センター完成 

「下赤阪の棚田」日本の棚田百選

に認定 

こごせ幼稚園完成 

富田林消防署千早赤阪分署完成 

いきいきサロンやまゆりオープン 

ちはや星と自然のミュージアムオ

ープン 

「議会だより」第６０号発刊 

いきいきサロンくすのきオープン 

議員定数１２人を１０人に削減 

村制施行５０周年 

「議会だより」第８０号発刊 

多聞小学校閉校 

千早小学校閉校 

「棚田夢灯り」第１回開催 

議会からの提言「自立の村づくり

に向けて」を策定 

議員定数の削減を議決（次の一般

選挙から１０人を７人に削減） 

「議会だより」第１００号発刊 

現場視察や研修などのさまざまな議員活動 

も広報づくりに生かされています。 

  

  

  

   平成１７年５月の発行で 

す。この号から白黒印刷と 

なりました。（白黒なので分 

かりませんが．．） 

記事は、議員定数の削減 

について、賛成・反対の立
場から討論が交わされてい
るという内容です。 
 

当時の世相 
 

平成９年５月の発行です。 

この号から２色刷りになりま 
した。 
 
当時の世相 
 香港がイギリスから返還さ 
れ、国内では、大阪ドームや名 
古屋ドームが完成しました。村 
では、「なみはや国体」の山岳 
競技が行われました。また、水 
越トンネルが開通しました。 

 

 平成１６年５月の発
行です。村広報誌への差
し込み印刷となりまし
た。 

 議員報酬のカットに 
 
当時の世相 
 
 

 平成２２年５月の
発行です。村広報誌と
別れ、単独発行となり
ました。 
 
当時の世相 
 

 

記念すべき創刊号 

 

第４０号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

第７２号 

 

 

創刊当時の広報編集委員会 

当時、広報編集委員は７人 

でした。 

 

現在の広報編集委員会 

現在は、広報編集委員(４名)と議長で 

編集を行っています。 

 

 昭和６２年９月の発行です。 

当初は、表紙と裏表紙がカラー 

刷りでした。千早赤阪村民憲章
が書かれています。 
 
当時の世相 
 世界の人口が５０億人を突破
し、国内では、国鉄が分割、民
営化されＪＲが発足しました。 
 村では、郷土資料館やテニス
コートの新設、農道整備など公
共事業が盛んに行われました。 

年表 

昭和６２年 

平成 元年 

 

平成 ２年 

 

平成 ３年 

平成 ４年 

平成 ５年 

 

平成 ８年 

平成 ９年 

 

平成１１年 

 

平成１２年 

 

 

平成１３年 

 

平成１４年 

平成１５年 

平成１７年 

平成１８年 

平成１９年 

 

平成２０年 

平成２１年 

平成２２年 

 

 

 

平成２４年 

「議会だより」創刊号を発行 

議員定数１６人を１２人に削減 

野外活動センター完成 

農産物直売所オープン 

Ｂ＆Ｇ海洋センター完成 

ＮＨＫ大河ドラマ「太平記」放映 

「議会だより」第２０号発刊 

くすのきホール完成 

学校給食センター完成 

道の駅休憩所オープン 

「議会だより」第４０号発刊 

保健センター完成 

「下赤阪の棚田」日本の棚田百選

に認定 

こごせ幼稚園完成 

富田林消防署千早赤阪分署完成 

いきいきサロンやまゆりオープン 

ちはや星と自然のミュージアムオ

ープン 

「議会だより」第６０号発刊 

いきいきサロンくすのきオープン 

議員定数１２人を１０人に削減 

村制施行５０周年 

「議会だより」第８０号発刊 

多聞小学校閉校 

千早小学校閉校 

「棚田夢灯り」第１回開催 

議会からの提言「自立の村づくり

に向けて」を策定 

議員定数の削減を議決（次の一般

選挙から１０人を７人に削減） 

「議会だより」第１００号発刊 

現場視察や研修などのさまざまな議員活動 

も広報づくりに生かされています。 

  

  

  

   平成１７年５月の発行で 

す。この号から白黒印刷と 

なりました。（白黒なので分 

かりませんが．．） 

記事は、議員定数の削減 

について、賛成・反対の立
場から討論が交わされてい
るという内容が書かれてい
ます。 
 

当時の世相 
 愛知万博（愛・地球博）が
開幕しました。村では、国道
309 号河南赤阪バイパス（Ⅰ
期）が開通しました。 

平成９年５月の発行です。 

この号から２色刷りになりま 
した。 
 
当時の世相 
 香港がイギリスから中国に 
返還され、国内では、大阪ドー 
ムや名古屋ドームが完成しま 
した。村では、「なみはや国体」 
の山岳競技が行われました。ま 
た、水越トンネルが開通した年 
でもありました。 

 

 平成１６年５月の発
行です。経費削減のた
め、村広報紙への差し込
み印刷となりました。 

 議員報酬のカットに
ついて書かれています。 
 
当時の世相 
 現在使用されている
紙幣が発行された年で
した。村では、消防団が
全国大会に初出場しま
した。 

 

 平成２２年５月
の発行です。 

村広報紙がかわ
ら版との交互発行
となったこと、ま
た、議会活動につい
て、住民の皆様への
情報提供や説明責
任を果たす役割が
求められているこ
とから、その充実を
図るため、村広報紙
と別れて、単独で発
行することとなり
ました。 
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「議会だより」や村政について、

みなさまから感想や意見・要望を

お聞きしました。 

 

 

 

 

 
喜田 肇さん 

（写真家） 
 議会広報１００号おめ
でとうございます。議員の
皆様、行政に感謝しており
ます。広報は全体的に読ま
せていただいてますが、そ
の中で質問、回答の後に
「検討する」「努力する」
「要望していく」と書かれ
ていますが、何か雲をつか
む様に思うのです。回答の
文を村民にお聞かせのほど。 

 

みなさまの声にお応えします 
 
 編集委員会はこれまで、議会改革の一環として、

村民の皆様に身近な議会、分かりやすい「議会だよ

り」をモットーに取り組んできました。 

 今回、「議会だより第１００号」の発刊によせて、

村民の皆様から暖かいご意見や感想を頂きました。 

 皆様の声を大事にして、これからもより一層読み

やすい議会だよりをお届けしてまいります。 

 

 尾谷竜作さん 
（ミュージシャン） 

独特の空気感、時の流れ

がある。やさしい風が吹く。

きれいな棚田がある。挨拶

をする伝統がある。ご近所

のつながり助けあいは天下

一品。こんな良い環境の村

で育ってよかった。未来の

理想を述べるより村の自慢

や感謝の想いばかりが出て

きます。そんな「心のふる

さと」千早赤阪村であり続

けてほしいと思います。 

 
小裏悦治さん 

（水分） 
 議会だよりで、村政の内
容が分かりやすく書かれて
いると思います。一般質問
をよく読みますので、今後
も続いて発行を！ 
 元気な村・自立の村づく
りを押し進めてほしいです。 

 
西野敏彦さん 

（区長会会長） 
いつも読んでいます。先

ず拾い読み、しばらくして
一気に通読しています。村
の将来、地域の不安等村の
一歩先を読めます。一度当
村を訪れた人は「また行っ
てみたい。いつか住んでみ
たい」と思われる村になっ
てほしいです。今後も大き
な字で解りやすく読みや
すい広報をお願いします。 

 
彼塚正子さん 

（川野辺） 
“百枚の田を一枚に 

春の雪” 
 草樹も芽吹くいい季節、
空気のきれいなただ一つの
村に住み風雪六十年、これ
からも楽しく二人三脚で歩
みたいと思います。犯罪と
交通事故のない平和な村で
あってほしいと願います。
広報で色々と知り学び楽し
く読んでおります。 

 
 日下朋美さん 

（中学３年生） 
 今、千早赤阪村は、自然
がいっぱいで緑豊かで、棚
田もとてもキレイで、住民
の人もすごく優しい方がい
っぱいいて、とってもいい
村だと思います。私が大人
になった時も、自然がいっ
ぱいあって、今みたいに、
いい所がいっぱいある村で
あってほしいです。けど今
よりもうちょっと便利にな
ってほしいなぁ って思い
ます。 

 
 新谷和子さん 

（給食ボランティア） 
 広報「議会だより」を読
み、表紙の写真の高規格救
急車の車体が村に寄贈され
たことを知りました。私は
広報誌を読み、村のいろい
ろな情報が分かりました。
広報誌が来ているなという
だけではなく、多くの人が
目を通し読んで、村の情報
を知ってほしいと思う。 

 
 田中翔さん 

（新成人） 
 今回、初めて「議会だよ
り」を読ませてもらいまし
た。広報とは違って村が今
どういう方向に向かってい
るのかがよく分かりました。
つい最近選挙権を得たの
で、これからは自分の住む
村について考えていきたい
です。千早赤阪村は、貴重
な「自然」という財産が残
されているので、それを生
かして活性化していく事が
できればと思います。 

 
 徳澤幸治さん 

（元千早駐在所） 
議会だより１００号記

念おめでとうございます。
この風光明媚で自然豊か
な大阪府で唯一の村、千早
赤阪村が今後ますます発
展されますよう、私たち駐
在所勤務員も皆様ととも
に頑張りたいと思います。 
 

 
斉藤咲子さん   

（小吹台） 
 

 私たちが千早赤阪村に住
もうと思ったきっかけは、子
育てに最適だと思ったから
です。先日６才になる長女が
「みんなが少しずつ我慢し
たらハッピーになるんだよ」
と３才の妹に教えていまし
た。聞くと幼稚園の先生方が
教えてくださったようです。
私たちのような若い夫婦が
安心して子育てのできる豊
かな環境で、豊かな教育を、
これからも期待します。 

 
 大澤佳代さん 

（国保診療所医師） 
 人口が少ないからこそで

きるこまやかな住民サービ

スこそ、この村の魅力と感

じています。今後も「いっ

ぱん質問」にあるようにさ

まざまな視点から問題を取

り上げ、村政を支えていた

だくことを議員の皆様には

お願いしたいと思います。 

 
 合尾麻理さん 

（新成人） 

村がどのような動きがあ

るのかよく分かっていいと

思います。地域の方々の意

見をもっと取り入れればい

いと思います。そして、興

味をそそるような村のアピ

ールをもっとしてほしいで

す。 

 
尾花美穂さん 

（創刊時生まれ） 
自分の住んでいる村の事 

をいろいろと知ることがで

きるのですごくいいと思い

ます。もっと写真やイラス

トなど目が引くものがあっ

たらとも思います。これか

らも人の温かさを感じられ

る住みよい村になるような

身近な広報であって欲しい

です 
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平成２４年第１回（３月）千早赤阪村議会定例会は３月５日に開会し、条例改正や 

規約の変更協議、平成２３年度の補正予算、平成２４年度当初予算など計２１議案が 

上程され、それぞれ可決しました。３月２１日の定例会最終日では、一般質問を行い、 

１７日間の定例会を閉会しました。 
 

３月定例会議決結果 

案 件 名 議決結果 

・第 1 号議案 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の改正につ 原案可決(全員) 

・第 ６ いて  

・第 2 号議案 特別職及び教育長の給与の特例に関する条例の改正について 原案可決(多数) 

・第 3 号議案 税条例の改正について 〃 

・第 4 号議案 介護保険条例の改正について 原案可決(全員) 

・第 5 号議案 ひとり親家庭の医療費の支給に関する条例の改正について 〃 

・第 6 号議案 介護従事者処遇改善臨時特例基金条例廃止について 〃 

・第 7 号議案 外国人登録法の廃止に伴う関係条例の整理に関する条例について 〃 

・第 8 号議案 南河内環境事業組合規約の変更に関する協議について 〃 

・第 9 号議案 河南町、太子町及び千早赤阪村介護認定審査会共同設置規約の変更 〃 

に関する協議について  

・第 10 号議案 河南町、太子町及び千早赤阪村障害者給付認定審査会共同設置規約 〃 

の変更に関する協議について  

・第 11 号議案 平成 23 年度一般会計補正予算（第 5 回）について  〃 

・第 12 号議案 平成 23 年度国民健康保険特別会計補正予算（第 2 回）について 〃 

・第 13 号議案 平成 23 年度介護保険特別会計補正予算（第 2 回）について 〃 

・第 14 号議案 平成 24 年度一般会計予算について 原案可決(多数) 

・第 15 号議案 平成 24 年度国民健康保険特別会計予算について 〃 

・第 16 号議案 平成 24 年度介護保険特別会計予算について 原案可決(全員) 

・第 17 号議案 平成 24 年度後期高齢者医療特別会計予算について 原案可決(多数) 

・第 18 号議案 平成 24 年度下水道事業特別会計予算について 原案可決(全員) 

・第 19 号議案 平成 24 年度金剛山観光事業特別会計予算について  〃 

・第 20 号議案 平成 24 年度水道事業会計予算について 〃 

・第 21 号議案 平成 23 年度一般会計補正予算（第 6 回）について 〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○第 4号議案 

介護保険条例の改正について 
 

 平成 24 年度からの保険料基準月額を

4,760 円とし、被保険者の負担能力に応じた

きめ細かな所得段階区分を設定するため、

保険料区分を 10段階に細分化するもの。 

○第 2号議案 

特別職及び教育長の給与の特例に関する 

条例の改正について 
 

 契約事務に関し不適切な事務処理が発覚し

たことから、村長・副村長・教育長の給料を

減額するもの。 

 

 

○第 3号議案 

税条例の改正について 
 

 地方税法等の一部を改正する法律の公布に

伴い、たばこ税率の引上げ、個人村民税の分

離課税に係る所得割の特例措置の廃止、東日

本大震災に係る雑損控除の改正、個人村民税の

均等割額の特例措置を行うもの。 

 ○第 11 号議案 

平成 23 年度一般会計補正予算（第 5回）

について 
 

 同報系防災行政デジタル無線の整備や府

後期高齢者医療広域連合への負担金精算、

退職手当、事業確定による減額などによ

り、2億 5千 956 万円を追加するもの。 
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全全
員員
協協
議議
会会  

  
  
  

  

報報
告告  

   

２
月
21
日
開
催 

  

▼
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及

び
介
護
保
険
事
業
計
画

（
第
５
期
）
素
案
に
つ
い

て 
 

増
加
す
る
高
齢
者
や
多
様

化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

施
策
の
拡
充
・
重
点
化
が
必

要
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
24

年
度
か
ら
26
年
度
を
計
画
期

間
と
し
本
計
画
を
策
定
す

る
。 

 ▼
国
民
健
康
保
険
疾
病
予
防

事
業
の
拡
充
に
つ
い
て 

 

平
成

24

年
４
月
１
日
よ

り
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
満
20

歳
か
ら
39

歳
ま
で
を
対
象
に
現
在
40
歳

以
上
の
方
に
実
施
し
て
い
る

特
定
健
康
診
査
と
同
程
度
の

内
容
の
若
年
健
康
診
査
を
実

施
す
る
。 

ま
た
、
人
間
ド
ッ
ク
の
受

診
に
つ
い
て
、
自
己
負
担
額

を
現
行
の
５
割
か
ら
３
割
に

引
き
下
げ
る
。
事 

  

 

２ 

月 
 

5
日
・
金
剛
山
樹
氷
ま
つ
り 

8
日
・
広
報
編
集
委
員
会 

9
日
・
農
業
委
員
会 

10
日
・
南
河
内
環
境
事
業
組
合 

8
日
・
議
会 

13
日
・
広
報
編
集
委
員
会 

88
日
・
市
町
村
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ 

8
日
・
ー 

14
日
・
南
河
内
農
業
委
員
会
研

修
会 

･

障
が
い
者
計
画
等
策

日
・
定
委
員
会 

15
日
・
広
域
水
道
企
業
団
議
会 

 

 

  

 

▼
富
田
林
市
地
内(

嶽
山)

の

水
道
管
理
道
路
に
つ
い
て 

 

本
村
と
富
田
林
市
と
の
協

定
に
基
づ
い
て
、
水
道
管
理

道
路
の
用
地
の
境
界
確
定
を

行
い
、
富
田
林
市
へ
道
路
の

無
償
譲
渡
及
び
道
路
施
設
の

維
持
管
理
を
引
き
渡
す
。 

 ▼
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別

措
置
法
の
概
要
に
つ
い
て 

 
国
に
お
い
て
、
現
行
法
の

期
限
延
長
と
指
定
要
件
見
直

し
の
議
論
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
本
村
に
お
い
て
も
過
疎

法
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
、
指

定
要
件
の
見
直
し
を
要
望
し

て
い
く
。 

 ▼
随
意
契
約
に
係
る
契
約
事

務
に
関
す
る
調
査
に
つ
い

て 
 

不
適
切
な
見
積
り
徴
収
に

よ
る
契
約
事
務
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
た

め
、
関
係
職
員
を
処
分
し
、

研
修
・
事
務
処
理
方
法
の
改

善
を
行
う
。 

 

３
月
12
日
開
催 

 

▼
障
が
い
者
計
画
（
第
２

次
）
素
案
に
つ
い
て 

 

本
計
画
は
、
障
が
い
者
施

策
の
理
念
や
基
本
方
針
を
定 

 

16
日
・
国
保
運
営
協
議
会 

21
日
・
全
員
協
議
会 

27
日
・
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

等
推
進
委
員
会 

88
日
・
会
計
監
査 

28
日
・
議
会
運
営
委
員
会 

 

 

３ 

月 
 

1
日
・
広
報
編
集
委
員
会 

2
日
・
府
町
村
議
長
会
定
期
総 

88
日
・
会 

5
日
・
村
議
会
定
例
会(

初
日) 

6
日
・
産
業
建
設
常
任
委
員
会 

7
日
・
総
務
民
生
常
任
委
員
会 

8
日
・
農
業
委
員
会 

9
日
・
広
報
編
集
委
員
会 

12
日
・
全
員
協
議
会 

88
日
・
議
会
改
革
推
進
委
員
会 

88
日
・
幹
事
長
、
代
表
者
会
議 

13
日
・
中
学
校
卒
業
式 

14
日
・
議
会
運
営
委
員
会 

88
日
・
広
報
編
集
委
員
会 

16
日
・
こ
ご
せ
幼
稚
園
卒
園
式 

19
日
・
赤
阪
、
千
早
小
吹
台
小

8
日
・
学
校
卒
業
式 

88
日
・
都
市
計
画
審
議
会 

21
日
・
村
議
会
定
例
会(

最
終 

88
日
・
日) 

24
日
・
山
ゆ
り
作
業
所
総
会 

25
日
・
楠
公
史
跡
保
存
会
総
会 

29
日
・
会
計
監
査 

16
日
・
障
が
い
者
計
画
等
策
定

委
員
会 

 

 

４ 

月 
 

4
日
・
広
報
編
集
委
員
会 

6
日
・
赤
阪
、
千
早
小
吹
台
小

8
日
・
学
校
入
学
式 

13
日
・
中
学
校
入
学
式 

9
日
・
こ
ご
せ
幼
稚
園
入
園
式 

10
日
・
広
報
編
集
委
員
会 

１０
日
・
農
業
委
員
会 

20
日
・
遺
族
会
慰
霊
祭 

25
日
・
楠
公
祭 

26
日
・
会
計
監
査 

め
る
計
画
で
あ
り
、
当
初
計

画
の
評
価
・
見
直
し
を
行
い

今
後
の
施
策
の
方
向
性
を
明

確
に
す
る
た
め
策
定
す
る
。 

 

▼
障
が
い
福
祉
計
画
（
第
３

期
）
素
案
に
つ
い
て 

 

障
が
い
の
あ
る
人
の
地
域

移
行
や
一
般
就
労
へ
の
移
行

に
つ
い
て
の
数
値
目
標
の
設

定
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
必
要

量
確
保
の
た
め
計
画
を
策
定

す
る
。 
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今
回
の
デ
ジ
タ
ル
無
線
を
新
設
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
区
の
避
難
場
所

等
20
カ
所
に
設
置
さ
れ
る
ス
ピ
ー
カ

ー
か
ら
音
声
で
放
送
さ
れ
、
緊
急
情

報
が
同
時
に
一
斉
に
伝
達
さ
れ
る
。 

一
日
も
早
く
整
備
を
進
め
、
安

心
・
安
全
な
村
づ
く
り
に
ま
い
進
し

て
行
き
た
い
と
思
う
。 

             

判
明
し
た
。 

 

本
村
で
は
、
人
口
の
維
持
と
子
育

て
支
援
を
重
点
施
策
に
挙
げ
て
お
り
、

今
後
は
若
い
人
を
定
着
さ
せ
、
安
心

し
て
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
で
き
る

よ
う
に
、
４
月
よ
り
５
万
１
千
円
か

ら
11
万
６
千
円
に
拡
充
を
行
う
。 

 

  

３
月
定
例
会
で
は
、
４
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。
内
容
（
５
６
０
字
以
内
）
は
、
質
問
し
た

議
員
の
責
任
で
作
成
し
た
も
の
で
す
。 

田
中 

博
治 

議
員 
い
っ
ぱ
ん
質

問

 
 

 

防
災
行
政
無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
早
急
に
設
置
で
き
な
い
か 

   

問 

高
い
確
率
で
大
地
震
の
発
生
が

予
測
さ
れ
て
い
る
。
も
し
か
す
る
と

一
年
後
い
や
明
日
か
も
し
れ
な
い
。 

 

人
間
の
力
で
は
、
そ
の
発
生
を
防

ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
日
頃
の
備

え
で
被
害
を
減
尐
さ
せ
る
こ
と
は
可

能
と
思
わ
れ
る
。 

 

早
速
、
こ
の
３
月
の
補
正
予
算
で

の
国
・
府
に
対
す
る
村
長
の
素
早
い

対
応
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
新
設
の

防
災
放
送
設
備
の
設
置
に
つ
い
て
の

考
え
方
を
松
本
村
長
に
伺
う
。 

答 

南
三
陸
町
職
員
の
最
後
ま
で
の

避
難
の
呼
び
掛
け
が
報
道
さ
れ
た
。

契
区
長
宅
や
学
校
等
に
配
備
し
て
い

る
移
動
系
の
村
の
防
災
シ
ス
テ
ム
で

は
、
村
民
に
伝
達
で
き
る
仕
組
み
に

は
な
っ
て
い
な
い
。
あ 

   

問 

妊
婦
の
健
康
管
理
と
経
済
負
担

の
軽
減
を
図
り
、
安
心
し
て
、
妊
娠
、

出
産
が
で
き
る
体
制
を
確
保
す
る
た

め
に
、
公
費
負
担
の
拡
充
を
図
れ
な

い
か
伺
う
。 

答 

府
が
実
施
し
た
実
態
調
査
で
は
、

経
済
的
な
理
由
が
未
受
診
の
原
因
と 

  

問 

村
の
図
書
室
に
つ
い
て
、
近
隣

市
の
図
書
館
を
利
用
し
た
い
と
い
う

要
望
が
多
い
。
河
内
長
野
・
富
田
林

市
に
協
力
を
求
め
、
実
現
を
。 

答 

平
成
23
年
度
に
国
の
交
付
金
を

活
用
し
、
シ
ス
テ
ム
整
理
で
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
予
約
や
、
図
書
の
増
冊
を

行
い
充
実
に
努
め
て
い
る
。
相
互
貸

し
出
し
は
規
模
の
小
さ
い
図
書
室
と

市
の
図
書
館
で
は
市
に
と
っ
て
メ
リ

ッ
ト
が
な
く
難
し
い
。 

要
望 

昨
年
６
月
に
も
質
問
し
た
が
、 

  

問 

社
協
が
運
行
し
て
い
る
、
送
迎

事
業
は
、
制
限
が
あ
り
、
い
つ
で
も

気
軽
に
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

く
す
の
き
号
を
小
型
化
し
て
復
活
を
。 

答 

く
す
の
き
号
の
復
活
は
考
え
て

い
な
い
。
高
齢
化
に
よ
る
移
動
手
段

の
施
策
は
必
要
と
認
識
し
て
お
り
、

総
合
計
画
で
公
共
交
通
の
検
討
を
重

要
施
策
と
し
て
検
討
し
て
い
る
。 

口 

 

問 

小
吹
台
コ
ミ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
の

ト
イ
レ
は
和
式
で
段
差
が
あ
り
、
利

用
し
に
く
い
。
改
修
を
求
め
る
。 

 

図
書
行
政
の
充
実
を 

 

関
口 

ほ
づ
み 

議
員 

妊
婦
健
康
診
査
の
助
成
額
の
拡
充
を 

 

 

防災行政無線（イメージ） 

  

そ
の
後
、
河
内
長
野
市
や
富
田
林
市

に
要
請
も
し
て
い
な
い
。
住
民
の
要

望
に
応
え
る
と
い
う
努
力
が
な
い
。

せ
め
て
相
談
に
行
く
べ
き
だ
。 

          

問 

村
政
運
営
方
針
で
は
昨
年
も
同

様
に
「
高
齢
化
に
伴
い
、
移
動
手
段

の
確
保
、
買
い
物
弱
者
対
策
な
ど
…

公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
総
合

的
に
検
討
す
る
」
と
あ
る
が
具
体
策

は
検
討
さ
れ
て
い
る
か
？ 

答 

い
き
い
き
サ
ロ
ン
送
迎
事
業
の

状
況
な
ど
調
査
し
た
が
、
具
体
的
な

こ
と
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
な
い
。 

  

答 

段
差
な
ど
、
認
識
し
て
い
る
。

平
成
25
年
度
に
校
舎
の
耐
震
補
強
工

事
を
す
る
時
に
実
施
し
た
い
。 

 

く
す
の
き
号
の
復
活
を 

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
の
ト
イ
レ
の
改
修
を 

 

 

  くすのきホール 

  の図書室 
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真
の
地
方
分
権
社
会
を
迎
え
る
様
々

な
大
改
革
を
進
め
て
い
る
。 

昨
年
11
月
に
「
本
村
が
目
指
す
べ

き
職
員
像
」
を
明
ら
か
に
し
、
「
千
早

赤
阪
村
人
材
育
成
基
本
方
針
」
を
作

成
、
実
行
し
た
こ
と
に
よ
り
意
識
改

革
と
意
欲
が
向
上
し
て
き
た
。 

ま
た
新
人
職
員
の
採
用
に
よ
り
職

場
が
活
気
づ
き
、
新
旧
職
員
の
刺
激

に
よ
る
相
乗
効
果
も
あ
り
、
明
る
く

活
力
あ
る
役
場
に
な
っ
て
き
た
。 

    

を
図
っ
て
い
き
た
い
。 

 

浅
野 

利
夫 

議
員 

   

問 

村
の
人
口
は
、
こ
の
ま
ま
だ
と

６
千
人
を
割
り
込
む
。
人
口
を
維
持

す
る
施
策
と
し
て
、
「
引
き
続
き
定
住

促
進
に
関
す
る
施
策
の
調
査
・
研
究

を
進
め
る
」
と
所
信
で
表
明
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
ど
う
す
る
の
か
。

答 

現
在
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事

業
、
中
学
校
の
英
語
検
定
な
ど
、
子

育
て
対
策
の
実
施
な
ど
定
住
促
進
に

つ
な
が
る
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、

あ 

  

問 

共
産
党
の
村
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー

ト
に
は
「
道
の
駅
と
直
売
所
を
合
併

し
、
農
協
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
運
営
を
」

「
農
産
物
の
共
同
生
産
で
安
く
販
売

を
」
「
河
南
の
道
の
駅
と
比
べ
れ
ば
見

劣
り
が
す
る
」
な
ど
道
の
駅
に
関
す

る
意
見
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
「
奉
建
塔
周
辺
地
域
に
つ
い
て
、

村
づ
く
り
の
中
心
的
拠
点
と
し
て
整

備
を
図
る
よ
う
検
討
を
進
め
る
」
と

所
信
で
述
べ
て
い
る
が
具
体
的
に
は

ど
う
す
る
の
か
。 

答 

道
の
駅
の
本
来
の
目
的
の
機
能

は
備
え
て
お
り
、
見
劣
り
す
る
と
は

考
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、
後
発
の

道
の
駅
で
は
、
規
模
の
大
き
い
販
売

施
設
な
ど
が
併
設
さ
れ
、
賑
わ
い
を

見
せ
て
い
る
。
今
後
は
、
道
の
駅
も

あ 

   

今
後
、
妊
婦
健
康
診
査
の
公
費
助
成

の
拡
充
、
中
学
校
給
食
の
導
入
な

ど
、
さ
ら
に
充
実
を
図
る
予
定
だ
。

定
住
促
進
に
は
、
子
育
て
対
策
だ
け

で
な
く
、
医
療
、
商
業
、
雇
用
、
交

通
対
策
な
ど
の
強
化
・
充
実
も
必
要

だ
。
引
き
続
き
子
育
て
対
策
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
各
分
野
に
お
け
る

定
住
促
進
策
を
図
る
た
め
、
全
庁
的

な
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。 

   

含
め
、
楠
公
誕
生
地
一
帯
を
村
の
観

光
の
拠
点
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
す

る
か
検
討
し
た
い
。 

  

徳
丸 

幸
夫 

議
員 

   

問 

昨
年
４
月
の
統
一
地
方
選
挙
以

降
、
当
時
の
橋
下
大
阪
府
知
事

（
現
・
大
阪
市
長
）
の
も
と
府
市
統

合
や
権
限
委
譲
な
ど
、
様
々
な
大
改

革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

村
長
は
常
々
「
意
識
改
革
が
不
可

欠
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
た
の
か
。 

昨
年
か
ら
５
人
の
職
員
採
用
も
あ

り
、
新
旧
職
員
の
意
識
が
ど
の
よ
う

に
変
わ
っ
た
の
か
。
で 

答 

大
阪
府
で
は
大
阪
都
構
想
な
ど
、

あ 

  

問 

本
年
２
月
に
村
道
川
西
１
号
線

の
脇
か
ら
、
バ
イ
ク
で
転
落
す
る
大

事
故
が
発
生
し
た
。
以
前
か
ら
危
険

箇
所
と
し
て
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置

を
要
望
し
て
い
る
場
所
で
あ
る
。 

 

毎
日
約
40
名
の
小
中
学
生
が
登
下

校
し
て
お
り
、
同
様
の
事
故
を
再
発

さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
安
全
第
一
で

早
急
に
対
策
が
必
要
で
あ
る
。 

答 
現
在
の
村
道
に
車
両
用
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
を
設
置
す
る
に
は
、
道
路
構

造
上
困
難
で
あ
る
が
、
ガ
ー
ド
パ
イ

プ
は
設
置
可
能
で
あ
る
。
道
路
の
有

効
幅
員
を
確
保
し
、
技
術
的
課
題
や

工
事
手
法
の
検
討
、
地
元
と
の
調
整

等
を
行
い
、
早
急
に
安
全
面
の
確
保

あ 

   

問 

中
学
校
給
食
実
施
を
日
本
共
産

党
議
員
団
は
一
貫
し
て
求
め
て
き

た
。
村
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
も
要
望
が
出
て

い
る
。
平
成
25
年
４
月
よ
り
実
施
予

定
の
中
学
校
給
食
は
、
村
の
責
任
で

運
営
し
、
手
作
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
な
ど
、
現 

職
員
の
意
識
改
革
は 

 

危
険
個
所
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
を 

 

 

村道川西１号線 

人
口
の
増
加
策
は 

 

道
の
駅
の
拡
充
を 

 

 

道の駅 
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議会を傍聴してみませんか 

次回の定例会は、下記の日程で開催の予定です。 

平成２４年第２回(６月)定例会の日程（予定） 

会 期 会議の内容 

６月 ５日(火) 

 

   ～  

 

６月１５日(金) 

（１１日間） 

・本会議初日 

(議案上程・審議) 

・各委員会等 

・本会議最終日 

(追加議案上程、審議、 

一般質問） 
 
※開会時間は、いずれも午前９時３０分で

す。日程は都合により変更となる場合があ

りますので、傍聴される方は事前に議会事

務局へお問い合わせください。 

（TEL 0721-72-0081） 

 

に
も
ご
投
稿
い
た
だ
こ
う
と
お
願
い
し
た

と
こ
ろ
、
快
諾
を
い
た
だ
き
特
集
号
が
で

き
あ
が
り
ま
し
た
。 

 

昨
年
は
未
曽
有
の
災
害
が
お
こ
り
ま
し

た
。
今
年
は
鎮
魂
と
新
生
の
声
が
聞
こ
え

る
年
で
あ
り
、
夏
に
は
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
も
始
ま
り
ま
す
。 

こ
の
１
０
０
号
を
新
た
な
飛
躍
の
出
発

点
と
し
て
、
広
報
委
員
一
同
、
が
ん
ば
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
愛
読
の
ほ
ど

を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

広
報
編
集
委
員
会 

１
０
０
号
発
刊
に
あ
た
っ
て 

村
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
議
会
に

対
し
、
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
月
日
の
経
つ
の
も
早
い
も
の
で

昭
和
62
年
に
創
刊
号
を
発
行
し
て
以
来
、

今
回
の
発
行
を
も
っ
て
、
１
０
０
号
と
い

う
佳
節
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

広
報
委
員
会
で
は
「
特
集
号
」
を
企
画

し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
も
の
の
、

い
ざ
編
集
と
な
る
と
方
向
性
が
つ
か
め
ず

悩
み
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
村
民
の
皆
さ
ん 

 

 

 
（すいせんの丘） 


